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〇 令和４年度、５年度天草市立天草小学校・中学校
「天草体験学習」 天草市教育委員会指定 研究推進校

小学校研究主題
「好きです。天草」ふるさとを誇り、愛する子どもを育てるために

～天草体験学習を通して～

天草小・中学校は天草市の指定を受けて、「天草体験学習」の研究に取り組むことになり

ました。小中学校共に、統合して歩みはじめた学校ですが、天草小学校は、福連木・下田北

・下田南・高浜・大江の五つの学校が統合され、十年目の節目を迎えました。天草町のそれ

ぞれの地域には、豊かな特色があり、これまで地域を愛し、

地域を誇りに思いながら生活されている地域の方々から、

伝統ある芸術文化、美しい自然や歴史等を、学校や地域で

体験的に学ばせていただきました。このような五感をフル

に使った体験活動は、児童がふるさとのよさに気付き、ふ

るさとを誇りに思う豊かな心を育てる天草町ならではの、

天草町でしか学べない教育の在り方ではないかと感じ、近

年天草体験学習をより積極的に進めてまいりました。本年

度の研究では、これまでの活動をより充実させ、天草体験

学習をよりよいものにしていきたいと思います。保護者の

皆様、地域の皆様、本年度も大変お世話になります。よろ

しくお願いします。

〇 天草体験学習 ６年生は高浜町
高浜ぶどう植栽体験 講師 高浜ぶどう会の代表 宇土寿美さん
６月３日（金））高浜コミュニティーセンター

で、高浜ぶどう会の宇土寿美さんから、高浜ぶど

うについてのお話を聞きました。その後コミュニ

ティセンター横のぶどう園で芯止め作業を保存会

の皆さんに教えて頂きながら体験しました。高浜

ぶどう復興についての興味深いお話やぶどう栽培

の難しさについて学ぶことができました。

ありがとうございました。

天 草 小

学校だより

感謝：感謝の気持ちをもち、笑顔を大切にす
る子ども

努力：努力を重ね一歩一歩前進する子ども
夢実現：なりたい自分に向かっていく子ども

〇 作陶体験 高浜寿芳窯
６月１３日（月）高浜寿芳窯工場長の古田寿昭さんから、

国指定の伝統工芸品「天草陶磁器」について学びました。その

後、手びねりでの作り方を教わり、それぞれ独自で考えた形に

作っていきました。天草町には、時代を超えて大切に受け継が

れている町の財産があり、その誇りある文化を子どもたちが体

験しながら学ぶことができました。この後寿芳窯で素焼きし、

また秋頃絵付けのために来校してご指導いただきます。

〇 人権集会
人権集会を６月１１日（金）に実施しました。天草小学校児童会スローガンの一つ「さり

げない優しさ」をテーマに、今回は考えることにしました。そこで、そのテーマができた時

のことを、山本やよい先生に語っていただきました。「開校当時の児童会の話し合い中で、『仲

のよい学校にしたい』という願いを持ちました。それで開校の年に『天草小なかよしのちか

い』ができました。児童会スローガンは、２年目にできました。『明るい笑顔』は歌声とも

関わっていて大切にしてきました。『さりげない優しさ』

をスローガンの一つにしてから、子どもたちはさりげ

ない優しさをどんどん行動に移していきました。それ

が今も受け継がれているのが素晴らしいと思います。」

山本先生のお話から、当時の先生方や子どもたちの願

いや思いがとても伝わってきました。聞いている子ど

もたちの姿から、これからも天草小で大切にされ、一

人一人がより幸せに楽しく過ごせる学校を求めていけ

るなあと思いました。

〇 ７月の行事予定（変更もあります）
１日（金）授業参観、学級懇談会 ２０日（水）終業式
４日（月)ぐんぐんタイム（学校応援団） ２１日（木）夏季休業日
５日（火）教育委員会訪問 ２２日（金）小体連水泳記録会（河浦小）
６日（水）シーカヤック体験５年
７日（木）読み聞かせ中学年
８日（金）海遠足

１１日（月）ぐんぐんタイム
１２日（火）校内水泳記録会
１３日（水）中学校研究授業（給食後下校）
１４日（木）諸費納入日 移動図書（全）

読み聞かせ高学年
１５日（金）地区児童会

保護者の皆様、８日（金）
海遠足のご協力よろしく
お願いします。天候不良
の時は、７／１１（月）
もしくは７／１４（木）
に延期します。
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天草小 なかよしのちかい
天草小のこどもは
〇「ありがとう」「ごめんなさい」とすぐいって、みんななかよしの学
校にします。

〇友達をよびすてにせず、「くん、さん」づけで、よびます。
〇友達が、悲しむ言葉は使いません。友達がうれしくなる言葉をたく
さん使います。

〇「いっしょに遊ぼうよ」と進んで声をかけ、ひとりぼっちをつくり
ません。


